
特集：GENの活動への熱いメッセージ！ 

島田雅彦さん（作家） 
 普通に考えれば化石燃料とい
うのは燃え尽きてしまうわけで
すから、風は止むことがありま
せんし、ただです。昔の船は風
を帆に受けて地球を航行してい
たわけですし、さらに粉をひく
にしても、日常の中に風力とい
うものが取りこまれてきたわけ
です。これを発電にまわさない
手はないと思います。 
 資本主義というのは、今生き

ているものが良ければそれでい
いというところがありますけれ
ども、自分たちが死んだ後の、
自分たちの子孫、まだ生まれて
ない人のために何ができるか考
える想像力が絶対必要になって
くると思います。その上で、今
ある有限なものを燃やし尽くす
よりは、永遠に吹き続けるであ
ろう風に未来を託すことは意義
のあることだと思います（談）。 

GREEN ENERGY 

浅岡美恵さん 
(気候ネットワーク代表) 

 自然エネルギーの普及策を市
民が企画立案し、政府や議会、
産業界を動かして制度化しよう
というGENの活動が、持続可能
な社会を築いていく市民の活動
のモデルとなっていくことを期
待しています。 
 温暖化の影響は深刻で対策が
急がれています。しかし、二酸
化炭素の排出が少ないことで、
原子力発電がかかえる様々な問
題が免罪されるわけではありま
せん。私たちは子供たちのため
に地球環境を守っていこうとし
ているのであり、GENの活動が
エネルギーをどのようにつくり
出し、どのように消費していく
のかを選択する時代を支える
人々を育てる場でもあって欲し
いと思っています。 
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椎名誠さん（作家） 
 自然からエネルギーを活用す
るということは、人間の未来挑
戦の、新しく大きくてすばらし
いテーマだと思います。世界の
趨勢からいっても私たちはもっ
と早く真剣に取り組んでいく必
要があると前々から思っていま
した。「自然エネルギー促進
法｣市民立法に力を込めてエー
ルを送ります。                      
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内橋克人さん（評論家） 
 「自然エネルギー促進法」
は、単にエネルギー問題にと
どまらず、 社会、経済、政
治、あるいは市民社会のあり
方のすべてに及ぶ 重要なも
ので、まさに「日本社会改革
法」と呼ぶべきだ。 
 
 

｢自然エネルギー促進法｣推進ネットワーク（GEN) 事務局 編 



 午後３時半、衆議院第２議員
会館の第１会議室には、衆参か
ら国会議員および代理人が９５
名、市民団体・地方自治体・事
業者が３５名がつめかけ、熱気
が漂っていた。河野太郎衆議院
議員（自民党）の開会の挨拶の
後、各党からの代表が｢自然エ
ネルギー促進法｣にかける想い
を述べた。加藤修一参議院議員
（公明党）による議員連盟立ち
上げまでの経過報告に続き、規
約が満場一致で採択された。役
員の選出では会長に愛知和男衆
議院議員（自民党）、事務局長
に加藤議員が選出された。愛知
会長は「エネルギー政策には
もっと政治が取り組み、政治の
判断で国の方針を決めるべき
だ」と問題意識を述べた。 
 「自然エネルギー促進法｣推
進ネットワーク代表：飯田哲也
がNGO側を代表し、「昨年の秋
から小規模な勉強会を始め、こ
こまできたことに深い感慨を覚
える。作るか作らないかではな
く、どのような法案をつくるか
という段階に今日をもって入っ
てきた。EU諸国では政治が自
然エネルギー普及の高い政策目

標を掲げ、それを実現し、さら
に推進しようとしている。日本
もようやくそのような方向性に
なってきた。国民みんなが期待
している法案なので、ぜひとも
頑張っていただきたい。今後と
も我々は全面的に支援していき
たい」と、激励と全面的な協力
を確約した。 
 
   各党代表者の挨拶 
自民党：真鍋賢二参議院議員 
「自然の恵みを受けたエネルギー

を確保してくことが大切だ」 

自由党：笹山登生衆議院議員 
「地域が自前のエネルギーで内発

的発展をとげたいという気持ちに応

え、位置付けていきたい」 

公明党：近江巳記夫衆議院議員
「自然エネルギーを促進するため

に、税制を始めとしてバックアップし

ていきたい｣ 

民主党：細川律夫衆議院議員 
「この法案を制定することは国民の

皆さんと一緒に環境問題を解決し

ていく意義のある活動だ」 

社民党：福島瑞穂参議院議員 
「2010年の新エネルギーを少な
くとも10％にするため、促進す
る法制度を国会で作りたい」 

自然エネルギー促進議員連盟が発足！ 

 昨年に引き続き、参議院法制
局と法案の擦り合わせをおこな
い、議員連盟としての準備を進
めている。それに並行して、通
常国会のスタートと同時に議員
連盟勉強会を始め、提案に備え
る。学識有識者やNGO関係者を交
え、意見を交換する。 
 また、議員連盟参加議員は発
足後も増え続け、現在約250名に
も及んでいる。 

議員連盟の近況 

【写真】設立総会で挨拶する議員

連盟会長・愛知和男代議士 
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新エネルギー部会の

スケジュール（案） 

•一月ニ七日－第二回会合 

•二月－第三回会合 

•三月－第四回会合 

•四月－第五回会合 

•五月－第六回会合 

•六月－第七回会合・・・中間報 

     告取りまとめ案→パブ 

     リック・コメント募集 

•八月－第八回会合・・・パブリッ 

     ク･コメントを踏まえた中 

     間取りまとめ 

備考：スケジュールは、審議の状

況に応じて変更の可能性あり。 

 昨年12月17日、総合エネルギー調査会の新エネルギー部会
が開催された。いよいよ、わたしたちGENの進める「自然エ
ネルギー促進法」の目指す自然エネルギーの買い取りも含め
て、自然エネルギーに関する新しい支援策のあり方が政府の本
陣で始められることになった。 
 まず、驚いたのは、傍聴者の席が全席指定（少数の予備席あ
り）だったことだ。会場の入り口に座席表が置かれており、傍
聴者はそれに従って着席した。所属その他がすべて明記されて
いるため、どんなセクターがこの審議会に興味を抱いているの
かはっきり分かる。委員随行も合わせると、約70名の政府・
マスコミ以外の傍聴者の約半分が電力業界からだった。その
他、自治体や大手建設会社などから参加していたが、おもしろ
かったのは、日本原電からの参加など、原子力業界の関心が高
そうだったことである。 
 審議会委員では、GEN代表の飯田哲也氏が委員に選ばれ、
エネルギー関係の審議会としては異例のNGOからの参加と
なった。自然エネルギー推進派の企業や団体からも数名が選ば

総合エネルギー調査会新エネルギー部会始動！ 
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れているが、やはり、36名の審議会委員の中では少数派に過ぎない。一方で、電力会社を中心とし
たエネルギー産業界や、今までも産業界を代弁する意見を繰り広げてきた学者達など、審議会委員
としてお馴染みの名前が多数並んでいる。全体の印象として、旧態依然とした審議会メンバーとい
う感は拭えない。 
 そもそも、「新エネルギー」という名称そのものが非常に曖昧な概念をふくんでおり、わたした
ちの考えている再生可能エネルギー、自然エネルギーとはまったく別物である。「新エネルギー」
には、自然エネルギー以外にゴミ発電やコジェネレーションなども含まれる反面で、今後普及が期
待されるバイオマスについては、ゴミ発電と明確な線引きが無くきちんとした定義すらなされてい
ない。自然エネルギー導入支援に関しての今回の部会の一番の争点は、自然エネルギーは安定しな
いエネルギーで信頼できないというものだが、代表的なのが、都立大の横山氏の述べた「大学で電
力系統システムを教えているが、再生可能エネルギーが電力系統に入ってきたときの系統運用の難
しさを指摘したい。導入可能な量しか入れられない。太陽や風力などのようなお日様任せ風任せで
はなく、コジェネや廃棄物に興味がある。」という意見だろう。電力会社や電力労組などは、直接
「自然エネルギー促進法」に言及し、「これ以上電力会社の負担が増えるような制度の導入は辞め
て欲しい」と述べた。 
 一回目のまとめとしては、バイオマスについては再定義がなされることになり、系統連携につい
ては別途小委員会を部会の下に設けて審議を行うこととされた。次回の部会開催は1月27日であ
る。今後４回にわたって新エネルギーの経済性、海外での動向などについて審議し、６月には中間
報告のとりまとめが行われる。わずか４回の部会開催で、新エネルギーの定義も含め、自然エネル
ギーの真の普及に役立つ議論が行えるとは到底思えない。しかし、後ろ向きの審議が行われる可能
性大とはいえ、政府が審議会を設置せざるを得ない状況に到ったのは、一つの成果でもある。この
チャンスをなんとか前進の機会にするためにも、審議会の議論の行方を追うと共に、より一層のわ
たしたちの働きかけが必要とされている。 

文責 GEN副代表 大林ミカ 



電話  ０３ (３８３４) ２４２８ Fax  ００ (３８３４) ２４０６ 

Email  gen@jca.apc.org 
http：//www.jca.apc.org/~gen/（更新しました） 

      HP上でオンラインでもご覧になれます 

 10月31日、アメリカ・スウェーデン・デン
マーク・オーストラリアから、それぞれグリー
ン電力制度を実施している機関の担当者を招待
し、各国の最新情報を交換した。また、国内か
らは北海道と九州から市民からの取り組みを報
告していただいた。コーディネーターとして参
加したGEN代表の飯田哲也は『各国の様々な取
り組みから、日本が目指すべき「グリーン電力
制度」の構想がだいぶ見えてきた』と収穫を述
べた。資料のお問いあわせは「自然エネルギー
推進市民フォーラム」(03-3834-2427)まで。 

｢自然エネルギー促進法｣推進ネット

ワーク（GEN) 事務局 編 
東京都台東区東上野1-20-6丸幸ビル3階 

Ａｃｔｉｏｎ～GEN活動報告～ 

10/22 環境庁の自然エネルギー促進勉強 

     会に参加 

10/28 愛媛県バイオマスシンポジウムに 

     て講演 

11/04 ＧＥＮ運営委員会 

11/11 日本生活協同組合連合会 消費者 

     大会でｆ講演 

11/17 林野庁買い取り法勉強会 

11/18 日本風力エネルギー協会主催の風 

     力エネルギー利用シンポジウムで依 

     頼講演 

11/24 自然エネルギー促進議員連盟設立 

     総会および環境庁勉強会に出席 

12/06 中村敦夫政治スクール（ポリティカ） 

     エネルギー政策について講演 

12/11,12 ＣＯＰ３二周年記念 「市民が進 

     める温暖化防止９９」（気候ネット 

     ワーク主催）分科会｢市民がつくる自 

     然エネルギー戦略」で講演  

12/１5 第一回新エネネルギー部会開催 

12/21 ＧＥＮ運営委員会 

01/13 ＧＥＮ運営委員会・法制化勉強会 

 GENは、現在まで行ってきた活動を継続しつ

つ、より一層法案を練り、議員立法に備えます。

今年の一月からは自然エネルギー円卓会議を開

催する予定です。 

 各方面から好評を得た北海道苫前町における

顔の見える意見交換会の形を、定期的に開催し

ていくことで、自然エネルギーを促進する枠組の

必要性の合意形成を進めていきます。第一回とし

て、国会議員・省庁・電力事業者・NGOを招き、一

月ニ七日議員会館にて行います。 

自然エネルギー円卓会議 

シンポジウムインフォメーションシンポジウムインフォメーションシンポジウムインフォメーション   
 

「原子力発電と２１世紀の「原子力発電と２１世紀の「原子力発電と２１世紀の「原子力発電と２１世紀の    
エネルギー選択」エネルギー選択」エネルギー選択」エネルギー選択」    

 
 １．住田健二さんの基調報告１．住田健二さんの基調報告１．住田健二さんの基調報告１．住田健二さんの基調報告    
        （原子力安全委員会委員長代理）（原子力安全委員会委員長代理）（原子力安全委員会委員長代理）（原子力安全委員会委員長代理）    
    ２．パネル討論２．パネル討論２．パネル討論２．パネル討論    コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    鈴木篤之鈴木篤之鈴木篤之鈴木篤之    
            パネリストパネリストパネリストパネリスト                            内山洋司・住田健二内山洋司・住田健二内山洋司・住田健二内山洋司・住田健二    
                                                                                                                                    飯田哲飯田哲飯田哲飯田哲
也・浅岡美恵也・浅岡美恵也・浅岡美恵也・浅岡美恵    
        日時：１月２５日午後１時～５時日時：１月２５日午後１時～５時日時：１月２５日午後１時～５時日時：１月２５日午後１時～５時    
        場所：有楽町マリオン場所：有楽町マリオン場所：有楽町マリオン場所：有楽町マリオン11111111FFFF    
                    有楽町朝日ホール有楽町朝日ホール有楽町朝日ホール有楽町朝日ホール::::00003333----3333222288884444----0000111133331111        
    

皆様お誘い合わせの上、ご参加下さい皆様お誘い合わせの上、ご参加下さい皆様お誘い合わせの上、ご参加下さい皆様お誘い合わせの上、ご参加下さい    

 

第二回緑の電力革命シンポジウム 

欧州の調査から帰り、3ヶ月ぶりに事務局に復
帰。状況が大きく変わってますが、とりあえず
｢浦島太郎｣を脱すべく頑張ります（賢）。 
何をやってるんだと言われないように、GENの
活動を定期的に報告していきたいです（祐）。 
最近GENを手伝うことになりました、ミレニア
ム新人です。よろしくお願します（美）。 
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